
新ビジョン・市民局職員提言検討会

新ビジョン・市民局提言

★ 自分のまちに愛着をもち、自慢したくなるまち

★ 安全で安心して暮らせる、笑顔あふれるまち

★ 一人ひとりがいきいきと輝いて暮らせるまち

★ いつでも・どこでも・だれでも
 　　　　　　文化芸術・スポーツを楽しむまち

★ 自宅で行政サービスを受けられ、
　　　　　　 ふれあい・あたたかさのあるまち

　１　地域の活性化

　　　　○コミュニティ分野・・・・・・　１
　　　　○交通安全・防犯分野・・・・・　２
　　　　○防災分野・・・・・・・・・・　３

　２　人権尊重・男女共同参画

　　　　○人権分野・・・・・・・・・・　４
　　　　○男女共同参画分野・・・・・・　５

　３　文化・スポーツの振興

　　　　○文化芸術分野・・・・・・・・　６
　　　　○スポーツ分野・・・・・・・・　７

　４　ＩＣＴ技術の進歩による行政サービス
　　　・ひとの交流

　　　　○区政推進分野・・・・・・・・　８
　　　　○消費生活分野・・・・・・・・　９

２５年後のまちの姿



                        

テーマ 内  容 

 

 

 

 

コミュニティ 

分野 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●地域ごとの個性を生かしたまちづくり 

地域の個性あふれる新しいコミュニティ 

 ●自律し成熟したコミュニティ 

（自ら課題を見出し，考え，行動する） 
 

●常に新しい「志（目的）」に向かって行動

●活動の「志（目的）」に共感する人 

たちが「できる範囲」で参画 ●外国人も地域で安心して生活 

（コミュニティの一員として活躍） 

多くの住民が共感できる取組み＝自治活動 

顔なじみが多く，元気なあいさつが飛び交うまち 

●仕事を通して身につけた知識や経験等を生かして社会 

貢献をしている 

 

●地域が管理運営し，活動する自治の「場」 

 

誰でも出番と活躍の場がある共働社会 

●小中高生等がボランティアやＮＰＯ活動の体験や学習 

を行っている 
●子どもが宿題したり，高齢者がお茶を飲みながら 

雑談したりできるいこいと交流の「場」 

25 年先のまちの姿 

誰もが気軽に集う「地域サロン」＝公民館 

住住んんででいいるる人人がが愛愛着着ををももっってて自自慢慢ししたたくくななるるままちち  

 ●お互いに助け合い・支え合うご近所 

づきあいが復活 
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テーマ 内　　容

交通安全・
防犯分野

　
　　　・交通事故のないまち
　　　・自転車の安全利用のまち
　　　・飲酒運転のないまち

世界でもっとも安全・安心なまちＦＵＫＵＯＫＡ
～交通事故や犯罪のない笑顔があふれるまち～

　　　　・犯罪がおきにくい環境のまち
　　　　・暴力団が存在しないまち
　　　　・自ら地域の安全を守るまち

すべてのひとが安心して
行き交うまち

～みんなで推進する交通安全～

モラルとマナーのよいまち
～みんなで高める規範意識～

すべてのひとが安心して暮らせる
犯罪のないまち

～みんなで推進する防犯～
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市民局における職員提言

テーマ

※減災とは、被害を最小限に抑えるという考え方（阪神・淡路大震災以降、被害をゼロにするという「防災」の取組みが難しく、被害をゼロにはで
きないが、できるだけ少なくするという減災の考え方が必要となってきている。）

防　災　分　野

内　　容

“世界が目指す防災・減災都市『ＦＵＫＵＯＫＡ』の構築”
★　福岡市の防災対策を更に強化し、福岡市で暮らす市民をはじめ国内外から訪れる誰もが安全・安心を
　　実感できるまち『ＦＵＫＵＯＫＡ』の実現を目指す。

世界が目指す防災・減災都市『ＦＵＫＵＯＫＡ』
《目標像》
・５分以内に市内にいる全ての人が避難行動を始められるまち
・市内の全ての施設に防災・減災の理念が生かされているまち
・防災・減災の国内外のイベントが開催されるまち
・行政施策の全ての分野において防災・減災の理念が生かされ
　ているまち

《取組み》
・情報伝達手段の拡充
・国内外の防災イベントの誘致（防災オリンピック、防災サミット）
・防災拠点の整備（避難所、核シェルター、備蓄施設）
・防災・減災に活用できる施設整備（民間施設も含む）
・行政施策の全てにおいて防災・減災の理念を反映させる土壌の育成

《現状の課題》

・市民への情報伝達
の迅速性と周知性が
低い。

・安心できる防災拠
点が少ない。（避難
施設、備蓄施設な
ど）

・防災意識が市民一
人ひとりに浸透して
いない。

・市役所職員の意識
も不十分。（市全体
で防災・減災に取り
組む土壌の育成を考
える仕組みがない）

市　民

行　政

企業･団体

連携・共働
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市民局における職員提言

テーマ

人権分野

内　　容

　

あらゆる場における人権教育・啓発の推進
（学校，家庭，地域，企業など）

市政のあらゆる場面における人権尊重の
視点に立った行政の推進

《行政の使命》
市民にとって幸せで住みよい福岡市の実現

《人権教育・啓発の目標》
人権という普遍的文化の構築
人の多様性を認めあう共生社会の実現

福岡市のあるべき姿

性別，障害のある・なし，年齢，出身地，国籍にとらわれず
自己実現ができるまち

すべての人にとって，安全で安心してくらせるまち

すべての人の個性を認め合い，互いに思いやりをもってくらせるまち

特定職業従事者の人権教育・
啓発の推進（市職員・教職員・社会
教育関係者・福祉関係者など）

人権教育・啓発の効果的な推進
（学習の場の提供・内容の充実・人材の
育成・活用など）
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テーマ

男女共同参画
分野

内　　容

○次代を担う子どもたちが健やかに育っている
○各家庭で欲しいだけ子どもを持つことができる
○男性が子育てや家事、地域に関わる時間が十分にあり、
　家族や地域の絆を大切にして
　暮らしている
○退職した男性をはじめ老若
　男女が元気に地域で活躍し
　ている

○働きたい人が、性別にかかわりなく
　働き続けられる（出産後も）
○働きながら子育てが安心してできている
○誰もがやりたいことにチャレンジできる
→アジアと福岡市をつなぐ
　起業家が育っている
→ソーシャルビジネスの
　経営者として女性たちが活躍
→多言語が話せる（韓・中・英）
○在宅勤務のシステムの定着
○男性の育児休業取得はあたりまえ☆
○趣味や自己啓発、ボランティア活動など
　が可能に！

○多様で独創的な発想により
　最先端の技術を創出
→家事や介護の補助を行う
　ロボットが普及
→女性の視点で数多く特許申請
○遠隔で診察できるため、
　入院せずに家にいながら

診察が受けられる

○性別にとらわれず将来
に夢を持って個性と能力
を発揮できるよう育って
いる

ワーク・ライフ・バランスが実現している

☆女性の労働
力率は逆Ｕ字
カーブを描い
ている。

地域や家庭では・・
　　男女が共に担う社会の構築

ICT分野は・・女性の参画
　　　拡大を積極的に推進

○優秀な人材が集まる
○女性役員が活躍している
○消費生活者（女性）の視点が多く
　採り入れられ、流行や経済を牽引
○社員の個性と能力が発揮され、女性
の視点（アイデア）を活かした製品も
数多く開発され人気商品に！

企業は・・
　　国際競争の勝ち組に！

　～一人ひとりが“いきいき”と
　　　　輝いて暮らせるまち福岡～

　男女共同参画社会の実現
（生きがい・豊かな人生・自己実現）

働く人は・・・
ライフスタイル
を柔軟に選択！

こども達は・・将来のノーベ
ル賞候補者を福岡市から輩出

☆私は大きくなったら
　宇宙飛行士になる！
☆研究者や科学技術
　者になりたい！
☆僕は総理大臣！
☆音楽家がいい！

☆家族間の協
　力や生活環
　境が充実し、
　仕事と生活の
　両立ができる！

☆住みたいまち
　　No.１！！
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テーマ

文化・芸術分野

内　　容

≪街中に広がっているアジア≫

●アジアのアーティストと地元のアーティストが盛んに交流している。
　・アジア美術館が持つ力強いネットワークを巧みに活用
　・民間のアーティスト団体やアートＮＰＯが行う交流活動が盛んになっている。

●総合図書館「シネラ」がもつアジア映像資料がフル活用されている。
　・人が集まっている天神・博多駅等にシネラの分館が設置されている。
　・シネラの映像作品が、街中のカフェで上映されている。

●アジア関連の文化事業が「アジアアートフェスティバル」へバージョンアップされている。
　・「アジア美術館トリエンナーレ」がコアとなり、関連事業が統合されている。
　・民間でも、アジアに関連する文化事業が次々と発生し、自己増殖している。

≪アーティストが活躍できる街≫

●『福岡発』の作品、『福岡でしか体験できない』作品が次々に発表されている。
　・拠点文化施設などに人が集い、定期的に作品が創造され、上演されている。
　・福岡発の作品が、日本のみならずアジア地域を巡回している。

●アーティストが公演だけでなく、教育、福祉、地域の課題解決等の場面でも活躍している。
　・小学校の音楽、図工、体育などは、アーティストが主体となって授業を実施している。
　・地域での世代間交流などに、演劇やダンスなどが盛んに活用されている。

●アーティスト、技術スタッフ等が学び、活動する環境が整っている
　・福岡芸術大学などの高等教育機関が設置されている
　・公演の他、ワークショップ、学校の先生など、アーティストの仕事の幅が広がっている。
　・作品発表の場が屋内外にたくさんあり、アーティストが自由に発表できている。

『福岡スタイル』
の文化を創造・
発信する都市
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テーマ 内  容 

スポーツ 

分野 

 

プロスポーツでは
アジア合同リーグ

子どもの遊び声が
まちに響く♪ 

国際的アスリート 
を続々輩出 

プロの選手が
私の先生！ 

今週は選手 
来週はボランティア 

子どもと一緒に… 
孫と一緒に… 

国境を超えたスポーツ・ 

ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ活動が盛ん 

ネットで探そう 
マイスポーツ！ 

自然に抱かれて 
スポーツを満喫 

市民アスリートも 
週末は海外遠征ダ！

草の根レベルで 
国際スポーツ交流 

地元チームの話題で 
盛り上がろう！ 

スポーツで 
ご近所づきあい

障がいを越えて
感動を共有 

公園・校庭で 
気軽に運動！ 

スポーツ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝを通し

て人が出会い、繋がっている 
いつでも，どこでも，だれでも

スポーツ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝを楽しめる

“人” と ”まち” が元気な都市「福岡市」 

国際スポーツ大会 
開催Ｎｏ.１都市 
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テーマ

区政推進分野

内　　容

・ＩＣＴ技術の進歩や、「テレビ電話」の普及などに
より、市民が出向かなくても様々な手続きが自宅
でできる

・諸証明発行、届出業務の窓口は縮小
・職員が出向く行政サービスの拠点機能は強化
・「テレビ電話」を利用した、様々な交流の実現

・窓口機能（テレビ電話で対応ができないもの）

・情報発信機能（ＩＣＴを活用した情報発信）

・共働推進機能（地域、ＮＰＯ、企業等）

・地域整備機能（道路・下水道等維持）

・地下につくり、地上は公園に
・大地震や大水害にも耐えられるようにつくる
・太陽光を利用した室内照明や雨水の積極的
利用などにより、環境にやさしく

 ２５年後の区役所

様々なあたたかい交流の拠点

区役所の機能 区役所のイメージ

・イケメンロボット（高度な人工知能）が各家庭
に普及したテレビ電話で親切に応答（接遇
バッチリ！）
・区役所は、一部の窓口機能や、地域へ出向
く職員の事務所としての役割が中心となる

ソフト ハード

・地上の公園は露天マーケットや屋台で
いつもにぎわい，様々な交流の場に
・一部はこども公園になっており、公園
デビューの名所となっている

区役所のイメージ

地上

区役所の内部

窓口・情報
発信機能

地域整備
機能

共働推進
機能

地下に
太陽

光を導
く吹き
抜け

公園

地下

・テレビ電話により、例え
ば高齢者の見守りなど、
自治会、町内会活動が活
発に
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テーマ 内　　容

消費生活分野

ICT化が進み一人１ID　の時代になっていることを活かす一方、ふれあい・あたたかさがある
　　　　「安全、安心、孤独ではないまち、高い地域力」を目指す

主体的・合理的に行動する，自立した消費者力を持った市民（消費者）をつくる

危険情報

悪質事業者情報

事故情報

いつでも必要時に情報収集
役立つ情報・便利情報も集約

テレビ相談・情報収集システム

高齢者には毎朝
ボランティアから
「おはよう」通信

知っておきたい
消費生活情報

消費生活情報サイト

困ったことがあったら
テレビ電話相談

自宅

若者には動画
「今日のトピック」
配信

システムの実施にあたっては，市役所全体で他部局との相乗りで内容を構築し，資金面では事業者の協力を得る。
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部

総務部 総務課 今福係長 総務課 大塚

コミュニティ推進部 公民館支援課 島野係長 公民館整備課 大坪

生活安全・危機対策部 生活安全課 廣田係長 防災・危機管理課 中島

文化・スポーツ部 文化振興課 酒井係長 スポーツ振興課 濱畑

男女共同参画部 男女共同参画課 西園係長 事業推進課 濱田

人権・同和対策部 人権企画課 角南係長 同和対策課 今林

代表 副代表

市民局における職員提言検討チーム
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